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教え・活用・育てるが一冊でわかる！
新任からベテランまで、授業の悩みを
一掃する〈令和の授業づくり〉決定版ガイド
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コロナ禍後の学校現場で「授業ってこれでいいのか」と迷う教師
へ──本書は、教育内容・教材研究から〈めあて〉設定・ふりか
えり、臨床的対応、授業研究までを順を追って解説し、「教え・
活用させ・育てる授業」を実現するステップを示しています。
忙しい初任期でも“これだけ押さえれば形になる”ポイントを平易
に伝え、図解とコラム、最新研究と現場の実例で学習者の主体性
と対話、深い学びを引き出す方法を具体化しました。
若手教師はもちろん、授業観をアップデートしたいベテランにも
必携の一冊です。

武庫川女子大学 教育総合研究所 教授。
専門は教育課程・授業づくり論。　現場と理論をつなぐ教育実践の研究に取り組む。

はじめに　コロナ禍が学校、授業づくりにもたらしたもの
Ⅰ　授業づくりとは、（主体的な）学びが成立する条件と環境を整備すること
（今、学校の授業に求められること／授業で教えるべきこと、ともに活用させ、育てるべきこと）
Ⅱ　授業づくりの過程
（授業の３要素／授業の骨格をつくる教育内容、教材研究／授業づくりの４つの局面／学習指導案の作成）
Ⅲ　授業における教師の臨床的対応
（授業における臨床的対応とは？　なぜそれが必要なのか？／臨床的対応を可能にする「見る力」のエンパワ
メントと目標の多層構造化／臨床的対応の方法は状況や条件によって変わる。ときには「べき論」を超える）
Ⅳ　授業研究の方法論
（めあて・ふりかえりの質の向上を軸とした授業研究／ライフヒストリーアプローチによる授業研究）


